
第4号議案 2024年度活動方針
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2024年度活動方針1 あいコープとの交流・仲間づくり

①対面(オンラインも活用）の活動の場を増やし、組合員との絆を深め、あいコープの仲間の
輪を広げます。共生会会員間の交流活動は、前年度の幹事会内の取り組みから呼びかけを
会員に広げる活動に進めていきます。

②積極的に組合員交流の場を設けるとともに、組合員への情報発信と交流活動の手段として、
オンライン企画やSNSを活用して、会員・組合員との共生会活動の共有を図ります。

③あいコープとの交流から、事業と運動への理解を深め参加します。
あいコープみやぎの策定する「2025年ビジョン」の中で、生産者・事業者として課題を
積極的に見いだし、共に取り組みます。

④あいコープ職員の為の「育成活動」に協力し、互いに支え合います。

⑤みやぎのＷａ!わぁ祭り（11月２日）、ふくしまのあいコープ祭り（12月1日）
に協賛し、積極的に参加します。
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2024年度活動方針2 共同研究

①農法研究会の活動を進め、有機農産物、農薬不使用作物の安定供給・生産増に取り組みます。
また、「あいコープみやぎ資源循環型農業推進プロジェクト」で行った堆肥づくり基礎学習を
生産現場で活用できる形とするため、各生産者の学習・情報共有の場を設定し、
会員間の地域循環の取組みを進めます。

②気候変動、資源・エネルギー問題、グローバリズムによる圧力、人口減少、格差拡大など
厳しい状況の中で事業を担う生産者・職員・組合員の研鑽と交流の場を企画していきます。

③昨年度設立した「水産部会」を有効活用し、各種勉強会や対面での交流会開催、
各産地の情報等を共有出来る環境の構築などに取り組んでいきます。
また、組合員活動でもある「魚食プロジェクト」への協力も行います。
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2024年度活動方針3 商品作りと利用促進

①あいコープ組合員のニーズに応える商品の提案、開発、供給を進めます。
その為の 会員間の学び合いの場を企画します。

②供給している商品の優位性と、生産者・供給者としての自らの想い、姿勢をより深く、
そして分かりやすく伝える事ができるスキルの向上に努めます。

③まんま通信の紙面充実に、協力します。

④NPOとうほく食育実践協会の「食育事業」に協賛します。
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2024年度活動方針4 品質管理・生産技術の向上

①食の自給と安全を事業活動の中で追求します。

②遺伝子組み換え技術・ゲノム編集技術の食への応用に反対し、
GMOフリーゾーンの拡大に取り組みます。

③原材料のトレサービリティの徹底に努め、Non-GMO食品を求める組合員の声に応えます。
遺伝子組換え表示制度改正に伴い、生産者の取り組みを消費者に伝えることが困難に
なっています。消費者と生産者のための本来の表示制度の在り方を会員間で議論し、
法改正を求めていきます。

④あいコープと生産者が協同して行う、あいコープPB商品を中心とした商品検査
(GM表示対応、放射能汚染水対応を含む)や食味検査を助成します。

⑤HACCP、GAPの導入を進め、品質管理の強化に取り組みます。
一般衛生管理の向上にも努めます。
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2024年度活動方針5 石けん運動・環境保全

①水環境を守る石けん運動に取り組みます。

②「あいコープみやぎ2025年ビジョン」で掲げられた脱プラスチックなどの環境保全活動に、
自らの生産や事業の中での取り組みを会員間で情報交換しながら追求します。
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2024年度活動方針6 脱原発の取り組み

①東京電力福島第一原発事故は、まだ終わっていません。
新たな環境汚染、被ばくによる健康被害のない廃炉作業を求めます。
放射能を含んだ「処理水」の海洋放出・大気放出に中止を求めます。

②脱原発を目指します。女川原発の再稼働に反対します。

③環境中に大量の放射能を放出する、六ケ所核燃料再処理工場の本格稼働に反対します。
あいコープみやぎが参加する「六ヶ所再処理工場に反対し放射能汚染を阻止する
全国ネットワーク（略称：阻止ネット）」の活動に学び、六ケ所核燃料再処理工場問題に
ついての発信を行います。

④再生可能エネルギーの利用拡大に努めます。
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2024年度活動方針7 被災者支援と地域福祉・平和と人権の尊重

①2011年東日本大震災と原発事故によって被災者、被災地が直面する困難は続いています。
問題を風化させず、新たな災害に対しても自らの事業を通して被災者支援、地域福祉活動に
取り組みます。

②自然災害の激甚化は今後も繰り返すことが予想されます。
「あいコープ共生会自然災害基金」の取り組みを続け、今後は会員間の支え合いに限らず
大きな災害に対して基金から支援を行います。

③貧困問題や子ども食堂への支援等、あいコープの取り組みに対する理解や問題意識の共有を
深め、学ぶことから支援の在り方を考えます。

④手の届くところへ手を差し伸べ、
あいコープと共に平和を守り人権を尊重する社会を目指し活動します。
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